
平
島
盛
龍
主
任
（
当
時
）

細
な
調
査
を
行
っ
た
。

１
通
称
六
即
私
記
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
外
題
の
「
六
即
私
記
」
は
他
筆
で
あ
る
。

２
内
題
三
巻
各
軸
の
内
題
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。

こ
の
た
び
「
法
華
宗
全
書
日
隆
３
」
に
お
い
て
、
「
六
即
私
記
」
と
「
当
家
要
伝
」
を
翻
印
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、

島
盛
龍
主
任
（
当
時
）
と
と
も
に
、
大
本
山
本
興
寺
小
西
日
叢
税
下
の
ご
厚
意
を
得
て
、
初
め
て
こ
れ
ら
の
真
蹟
本
に
つ
い
て
詳

・
調
査
日
時
平
成
二
八
年
九
月
二
日
午
前
一
○
時
よ
り
一
二
時
二
○
分

・
場
所
大
本
山
本
興
寺
大
書
院

・
調
査
員
株
橋
祐
史
、
平
島
盛
龍

・
本
山
側
立
会
小
西
日
逵
挽
下
（
名
誉
所
且
、
三
浦
和
浩
上
人

桂
林
学
叢
第
三
十
二
号
令
和
三
年

『
六
即
私
記
』
・
『
当
家
要
伝
」
調
査
報
告

一
、
『
六
即
私
記
」

株
橋
祐
史
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３
異
称

４
形
態

５
巻
数
と
調
巻

②
理
即
下
、
名
字
即
下

③
観
行
即
下
、
相
似
即
下
、
分
真
即
下
、
究
寛
即
下

と
隆
師
の
筆
で
書
か
れ
て
あ
り
、
「
六
即
私
記
」
の
題
名
は
見
え
な
い
。

①
六
即
下

①
六
即
私
記
三
巻
之
内
総
釈

御
聖
教
」
所
収
の

て
の
総
釈
、
中
巻
哩

外
題
は
他
筆
に
て
、

こ
れ
に
つ
い
て
故
株
橋
日
涌
先
生
は
、

今
本
抄
三
巻
の
内
容
を
明
か
せ
ば
、
上
巻
は
六
即
に
つ
い
て
の
総
釈
、
中
巻
は
六
即
中
の
理
即
・
名
字
即
を
、
下
巻
は
観

（
１
）

行
即
已
下
の
四
即
を
釈
し
て
い
る
。

（
２
）

と
指
摘
し
巻
数
と
調
巻
の
次
第
を
示
し
て
い
る
。
実
際
刊
本
の
「
皆
久
問
題
資
料
集
」
第
五
巻
あ
る
い
は
『
門
祖
日
隆
聖
人

（
３
）

御
聖
教
」
所
収
の
「
六
即
私
記
」
に
お
い
て
も
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
か
ら
古
来
よ
り
「
上
巻
は
六
即
に
つ
い

て
の
総
釈
、
中
巻
は
六
即
中
の
理
即
・
名
字
即
、
下
巻
は
観
行
即
已
下
の
四
即
」
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
今
真
蹟
本
の

「
六
即
私
記
」
・
「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）

巻
子
本
で
あ
る
。
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
一
紙
左
右
の
端
の
上
・
中
・
下
い
ず
れ
か
に
継
目
を
合
わ
せ
る
た
め
の
文
字

あ
る
い
は
記
号
が
書
か
れ
て
お
り
、
次
紙
と
文
字
・
記
号
の
符
合
す
る
も
の
が
二
八
箇
所
お
い
て
確
認
で
き
る
。
又

中
央
に
折
目
と
思
わ
れ
る
も
の
が
あ
る
箇
所
も
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
に
お
い
て
折
目
を
勘
案
し
て
書
か
れ
た
形
跡
は

な
し

な
い
。
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②
六
即
私
記
三
巻
之
内
理
即
名
字
即

③
六
即
私
記
三
巻
之
内
観
行
即
已
下
四
即

と
な
っ
て
い
て
調
巻
の
次
第
は
示
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
①
「
総
釈
」
は
前
述
の
内
題
の
「
六
即
の
下
」
に
相
当
し
、
②

「
理
即
名
字
即
」
は
、
内
題
の
「
理
即
下
、
名
字
即
下
」
に
、
③
「
観
行
即
已
下
四
即
」
は
、
内
題
の
「
観
行
即
下
、
相
似

即
下
、
分
真
即
下
、
究
寛
即
下
」
そ
れ
ぞ
れ
に
相
当
し
て
い
る
。
真
蹟
本
各
軸
の
端
裏
に
は
、

①
「
六
即
私
記
三
巻
之
内
総
釈
」
に
は
、

奉
寄
進
御
聖
教
軸
表
紙
二
巻
之
内

施
主
大
坂
大
津
与
市
右
衛
門

②
「
六
即
私
記
三
巻
之
内
理
即
名
字
即
」
に
は
、

奉
寄
進
御
聖
教
軸
表
紙
二
巻
之
内

施
主
大
坂
大
津
与
市
右
衛
門

③
「
六
即
私
記
三
巻
之
内
観
行
即
已
下
四
即
」
に
は
、

奉
寄
進
御
聖
教
軸
表
紙
一
巻

施
主
大
坂
膏
茉
屋
太
右
衛
門
母
儀

と
あ
る
。
こ
れ
ら
か
ら
、
貞
享
三
年
日
顕
師
に
よ
る
三
巻
の
修
覆
時
に
は
二
名
の
施
主
が
確
認
で
き
、
こ
の
内
①
総
釈
（
六

即
下
）
と
②
理
即
名
字
即
（
理
即
下
、
名
字
即
下
）
と
の
二
巻
の
施
主
が
一
人
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
さ
ら
に

こ
の
時
点
で
は
、
少
な
く
と
も
内
題
の
「
六
即
下
」
部
分
は
そ
の
内
容
か
ら
「
総
釈
」
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
も

注
意
し
て
お
き
た
い
。

「
六
即
私
記
」
・
「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）
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６
著
作
年
著
作
年
は
不
明
で
あ
る
が
、
前
出
の
「
桂
林
学
叢
」
四
号
四
八
頁
に
は
、
「
総
釈
」
の
「
止
観
依
迩
門
事
」
の
部

分
を
引
用
し
て
「
四
帖
抄
、
名
目
見
聞
一
○
巻
よ
り
後
、
弘
経
抄
以
前
」
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

７
真
蹟
存
否
真
蹟
存

８
法
量

全
体
二
六
・
四
×
八
五
六
・
六

本
紙
二
五
・
四
×
八
三
九
・
六

９
紙
数
と
一
紙
あ
た
り
の
行
数

全
体
二
六

本
紙
二
五

②
「
理
即
名
字
即
」

二二

五六

①
「
総
釈
」

①
「
総
釈
」

・
紙
数

全
体
二
六
・
○
〉

本
紙
二
五
・
二
〉

③
「
観
行
即
已
下
四
即
」

二
六
・
○
×

「
大
本
山
本
興
寺
寺
宝
目
録
」
二
五
頁
）
に
よ
れ
ば
。
「
二
六
・
○
×
四
五
八
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
今
回
調
査
に
よ
れ
ば

次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
六
即
私
記
」
・
「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）

全
一
五
紙

● ●

○○
× ×

四四
七七
八八
● ●

四四

一

二
五
・
二
×
一

一
六
○

一
四
三

－“一



10

止
五
云
止
是
仏
母
止
是
仏
父
亦
即
父
即
母
云
々

弘
五
云
止
是
仏
母
等
者
（
以
上
見
せ
消
ち
）

弘
受
之
云
実
母
権
父
共
生
仏
子
父
母
相
即
即
浄
名
経
意
也

②
「
観
行
即
已
下
四
即
」
第
一
紙

三
病
患
境
下
止
八
云
得
一
大
車
例
前
可
知
云
々
云
ヘ
リ
弘
云
次
大
車
警

四
業
境
下
止
云
直
至
道
場
余
如
上
説
云
々
云
ヘ
リ
妙
楽
不
釈
之

五
魔
事
境
下
止
云
直
至
道
場
云
々
弘
云
此
十
法
後
亦
応
以
大
車
警
文
無
者
略
云
直
至
道
場

・
行
数
四
～
一
七
行

紙
背
文
字
二
箇
所
あ
り
。

①
「
理
即
名
字
即
」
第
五
紙

・
紙
数
三
七
紙

・
行
数
四
～
二
○
行

③
「
観
行
即
已
下
四
即
」

②
「
理
即
名
字
即
」

「
六
即
私
記
」
・
「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）

・
紙
数
二
六
紙

・
行
数
五
～
二
○
行

一
云
々

止
九

六
禅
定
境
下
四
一
開
合
二
因
縁
三
発
相
十
文
第
八
下
釈
十
乗
下
止
云
是
名
乗

す
べ
て
隆
師
筆
。
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1l吃
内
容 是

宝
乗
弘
ニ
ハ
モ

妙
覚
余
皆
如
上
説

貼
紙
三
箇
所
あ
り
。

①
「
総
釈
」
第
六
紙

弘
ニ
ハ
不

③
「
理
即
名
字
即
」
第
三
三
紙
。

更
当
分
力
文
所
し
作
二
更
非
当
分
力
一
顕

と
あ
っ
て
一
皆
久
問
題
資

②
「
理
即
名
字
即
」
第
七
紙

株
橋
日
涌
先
生
は
前
出
の
『
桂
林
学
叢
」
四
号
四
八
頁
に
て
、

本
抄
は
天
台
大
師
が
創
立
さ
れ
た
法
華
円
教
の
六
即
位
に
つ
い
て
台
当
の
異
目
を
明
ら
か
し
、
当
宗
の
成
仏
は
六
即
一
即

の
名
字
信
位
の
下
種
即
成
に
あ
る
こ
と
を
釈
し
た
も
の
で
、
こ
の
抄
は
幕
末
の
皆
成
・
久
遠
論
争
に
於
て
両
派
共
に
盛
ん

「
六
即
私
記
」
・
「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）

六
は
本
因
妙
名
字
即
堅
信
に
し
て
か
、
の
か
、
体
の
惑
を
行
じ
観
行
よ
り
は
○

所
詮
六
は
名
字
堅
信
の
位
に
先
ず
体
の
惑
を
行
じ
観
行
よ
り
は
用
の
惑
を
行
ず
と

い
う
趣
な
り
御
本
の
を
仮
名
あ
る
と
こ
ろ
少
し
上
下
せ
る
か

あ
っ
て
『
皆
久
問
題
資
料
集
」
第
五
巻
一
三
四
頁
欄
外
に
も
所
収
さ
れ
て
い
る
。

此
所
難
解

不
退
位
也
不

臨
時
の
御
失
念 不

釈
之

の
字
脱
せ
り

す
べ
て
他
筆
。

四
止
観
下
止
云
得
一
大
車
遊
四
方
直
至
妙
覚
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Ｍ
刊
本

昭
自
著
の
引
用

自
著
の
文
言
の
引
用
は
確
認
で
き
な
い
が
、
「
総
釈
（
六
即
の
下
）
」
第
二
紙
か
ら
三
紙
に
お
い
て
「
四
帖
抄
・
二
帖
抄
・
名

目
見
聞
法
華
下
」
の
書
名
が
見
え
る
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

と
解
説
さ
れ
ま
た
、

と
述
べ
、
大
平
宏
龍
先
生
は
、

日
蓮
義
に
於
い
て
は
、
す
一

「
六
即
私
記
」
・
「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）

「
皆
久
問
題
資
料
集
」
第
五
巻
所
収
（
謄
写
刷
）
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
。

「
門
祖
日
隆
聖
人
御
聖
教
」
所
収
、
本
門
仏
立
宗
刊
、
平
成
二
五
年
（
二
○
一
三
年
）
。

「
法
華
宗
全
書
」
日
隆
３
所
収
、
法
華
宗
宗
務
院
刊
、
平
成
三
一
年
（
二
○
一
九
年
）
。

内
容
的
に
特
に
日
像
聖
人
の
京
都
へ
の
初
め
て
の
法
華
宗
弘
通
を
高
く
評
価
し
、
そ
の
門
流
の
誇
る
べ
き
こ
と
を
強
調
し

て
い
る
の
は
、
「
六
即
私
記
」
の
成
立
時
期
の
推
測
か
ら
し
て
、
諸
門
流
の
室
町
幕
府
諌
暁
の
動
き
と
関
わ
り
が
あ
っ
た

て
い
る
の
は
、（
５
）

の
で
は
な
い
か

に
引
用
し
て
各
々
火
花
を
散
ら
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
４
）

す
べ
て
南
無
妙
法
蓮
華
経
の
信
行
課
程
と
し
て
六
即
を
見
る
立
場
で
あ
る
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「
理
即
名
字
即
下
」

即

「
六
即
私
記
」

「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）

－70－

1 紙

17
行
数

継
目
文
字
右

下
「
Ｌ
」

継
目
文
字
左

紙
背

貼
紙

理
即
下

備
考

15 14 13 12 l1 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1 紙

5 20 18 18 18 8 18 1l 13 20 15 19 l1 18 17
行
数

上
「
ウ
」

下
「
’
十
」

下
「
イ
」

下
「
力
、
」

中
「
六
即
下
」

下
「
モ
」

下
「
力
」

継
目
文
字
右

下
「
上
」

下
「
サ
」

下
「
力
」

上
「
ウ
」

下
「
１
十
」

下
「
イ
」

下
「
力
蕊
」

下

ヨ

ト
L－－

下
「
モ
」

下
「
力
」

継
目
文
字
左

紙
背

Ｐ
・
６
．
皿
①

貼
紙

奥
書

私
云

備
考



「
六
即
私
記
」
・
「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）
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22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4 3 2

17 6 17 18 19 19 9 20 19 9 18 19 17 17 4 19 17 19 20 16 15

下
「
名
」

下
「
内
」

下
「
名
」

下
「
ム
」

中
「
名
字
下
」

下
「
ト
」

下
「
久
」

下
「
木
」

中
「
名
字
下
」

下

．
L一一

下
「
五
」

下
「
ヲ
」

中
「
名
字
下
」

下
「
名
」

下
コ
ト
」

下
「
内
」

下
「
名
」

下
「
ム
」

下
「
ト
」

下
「
久
」

下
「
木
」

下
コ
ト
」

下
「
ト
、
」

下
「
五
」

下
「
ヲ
」

Ｐ
．
５
．
ｍ
①

Ｐ
・
６
．
皿
②

中
、
後
空
白

名
字
即
下



「
六
即
私
記
」
・
「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）
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3 2 1 紙

16 15 9
行
数

継
目
文
字
右

下
「
マ
」

下
「
二
」

継
目
文
字
左

Ｐ
・
５
・
皿
②

紙
背

貼
紙

観
行
即
下

備
考

37 36 35 34 33 32 31 30 29 28 27 26 25 24 23

11 19 20 18 19 12 17 18 4 17 18 17 18 18 15

下
「
Ｉ
こ

下
→

t
l－－

下
「
六
」

中
「
ソ
」
下
「
ム
」

上
「
カ
ク
ヘ
シ
○
」

下
「
ル
」

下
「
○
」

中
「
父
」

下
「
ホ
」

中
「
手
」

下
「
間
」

下
ヨ

ド

'一一

下

コ
ー

一

'一一

下
「
ｔ
」

下
「
六
」

中
「
ソ
」
下
「
ム
」

上
「
カ
ク
ヘ
シ
○
」

下
「
ル
」

下
「
○
」

中
「
父
」

下
「
ホ
」

中
「
手
」

Ｐ
．
６
．
ｕ
③

紙
幅
小



「
六
即
私
記
」
・
「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）
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24 23 22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 6 5 4

17 13 12 13 14 14 15 13 16 13 8 16 4 17 15 16 16 17 1l 17 17

下
「
テ
」

下
「
シ
ン
」

下
「
テ
」

下
「
以
」

下
「
ク
」

下
「
止
」

下
「
智
」

下
「
八
」

中
「
卜
」

下
「
テ
」

下
「
シ
ン
」

下
「
テ
」

下
「
以
」

下
「
ク
」

下
「
止
」

下
「
コ
ト
」

下
「
智
」

下
「
八
」

下
「
イ
ト
」

究
寛
即
下

分
真
即
下

前
半
８
行
見
せ
消
ち

折
目

相
似
即
下
、
折
目



八
」
と
な
っ

８
自
著
の
引
用
な
し

一
と
な
っ

の
一
・
」
し

６
真
蹟
存
否
真
蹟
存

２
異
称
な
し

３
形
態
巻
子
一

る
と
、

４
巻
数
一
巻

５
著
作
年
未
《

巻
子
本

未
詳

７
法
量
全
体
縦
二
八
ｍ
×
横
一
○
四
六
叩
な
お
、
『
大
本
山
本
興
寺
寺
宝
目
録
」
（
一
六
頁
）
は
「
二
八
・
一
×
九
八

八

て
い
る
。

１
通
称
当
家
要
伝
。
但
し
、
隆
師
の
命
名
で
は
な
く
、
両
山
二
八
世
日
顕
師
の
奥
書
き
（
「
法
華
宗
全
書
日
隆
３
」
八
○
頁
）

の
よ
う
に
、
顕
師
に
よ
っ
て
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
六
即
私
記
」
・
「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）

二
、
「
当
家
要
伝
」。

但
し
全
紙
に
綴
じ
穴
が
あ
り
、
も
と
閉
本
（
縫
本
）
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
奥
付
（
同
、
参
照
）
に
よ

る
と
、
顕
師
の
貞
享
二
年
の
修
覆
の
際
、
裏
打
ち
を
し
た
後
、
巻
子
本
と
し
た
の
で
あ
る
。

。
な
お
故
株
橋
日
涌
先
生
は
、
永
享
八
年
（
一
四
三
六
）
よ
り
文
安
三
年
（
一
四
四
六
）
の
間
の
著
述
の
内
に

（
６
）

分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
大
平
宏
龍
先
生
も
、
「
筆
跡
は
「
私
新
抄
」
に
類
似
、
恐
ら
く
、
隆
師
の
初
期
の
著
述

（
７
）

の
一
・
」
と
し
て
い
る
。
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17 17

下
「
名
」

中
「
ト
」

下
「
名
」



当
家
要
伝

９
細
誰
目
文
字
な
し

、
文
字
写
り
著
述
の
際
に
出
来
た
と
思
わ
れ
る
文
字
写
り
が
２
箇
所
認
め
ら
れ
る
。

①
第
二
六
紙
一
三
’
一
四
行
目
「
尋
云
」

②
第
二
七
紙
八
’
九
行
目
「
三
企
」

ｕ
内
容
一
、
信
解
行
証
の
事
。
二
、
三
慧
四
智
の
事
。
三
、
神
力
嘱
累
惣
別
付
嘱
の
事
。
四
、
一
部
八
巻
倶
に
下
種
と
作
る

耶
。
五
、
本
門
寿
量
品
の
首
題
の
事
。
六
、
首
題
と
一
念
三
千
と
の
不
同
の
事
。
七
、
本
迩
の
観
心
の
事
。
以
上
の

七
箇
条
に
つ
い
て
隆
師
の
考
え
方
を
示
し
た
も
の
。
上
記
の
標
題
中
、
「
一
部
八
巻
倶
作
下
種
耶
」
は
本
文
に
論
及

さ
れ
る
が
条
箇
（
目
次
）
に
は
あ
げ
て
い
な
い
。
ま
た
条
箇
中
「
題
名
相
対
五
時
事
」
「
於
口
唱
題
目
有
智
者
愚
者
不

同
事
」
「
在
世
一
期
説
教
為
滅
後
流
通
成
序
事
」
「
正
像
二
時
為
末
法
成
序
事
」
の
標
題
が
見
せ
消
ち
と
な
っ
て
お
り

本
文
に
論
及
が
な
い
。
な
お
大
平
宏
龍
先
生
は
、
「
本
抄
は
隆
師
教
学
形
成
期
に
属
す
る
と
み
ら
れ
、
そ
の
点
注
意

（
８
）

が
必
要
で
あ
る
。
」
と
さ
れ
て
い
る
。

岨
状
態
解
読
に
関
わ
る
ほ
ど
で
は
な
い
が
多
少
の
虫
食
い
が
あ
る
。

週
刊
本
「
桂
林
学
叢
」
第
一
五
号
別
冊
、
平
成
二
年
二
九
九
○
年
）
一
月

「
法
華
宗
全
書
」
日
隆
３
所
収
、
法
華
宗
宗
務
院
刊
、
平
成
三
一
年
（
二
○
一
九
年
）
。

紙
背
文
字
な
し

有
智
者
愚
者
不

「
六
即
私
記
」
・
「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）

－75－

7 紙

15
行
数

正
像
地
涌
出
現
（
左
）

継
目
文
字

貼
紙

文
字
写
り



（
１
）
株
橘

（
２
）
『
皆
ん

（
３
）
「
門
銅

（
４
）
大
平

（
５
）
同
右

（
６
）
株
橋

（
７
）
「
法
錐

（
８
）
同
右

株
橋

株
橋
大
平
同
右

注

「
六
即
私
記
」
・
「
当
家
要
伝
」
調
査
報
告
（
株
橋
祐
史
）

諦
秀
「
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」
『
桂
林
学
叢
」
四
号
、
四
八
頁

『
皆
久
問
題
資
料
集
」
第
五
巻
所
収
（
謄
写
刷
）
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
。

「
門
祖
日
隆
聖
人
御
聖
教
」
所
収
、
本
門
仏
立
宗
刊
、
平
成
二
五
年
（
二
○
一
三
年
）
。

大
平
宏
龍
「
「
六
即
私
記
」
私
考
」
「
桂
林
学
叢
」
第
二
九
号
、
八
頁
、
平
成
三
○
年
（
二
○
一
八
年
）
。

宏
龍
「
「
六

諦
秀
「
日
隆
聖
人
教
学
の
序
説
」
「
桂
林
学
雛
」
四
号
、
三
九
頁

「
法
華
宗
全
書
日
隆
３
」
所
収
「
解
題
」

一
七
頁
。
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27 26 25

18 18 20

位
本
因
下
種
熟
観
境
相
対

不
二
事
理
惣
別
思
慮
法
体
（
右
）

Ｐ
・
週
・
岨
②

Ｐ
・
週
・
皿
①


